
表象・メディア論コース
ガイダンス

2025年5月28日（水）12:25-13:05
オンライン（Zoom）で開催



表象・メディア論コース

表象・メディア論コースは、現在の人文科学が取り組むべき課題に柔軟に対応し、大胆に挑戦する新たな研究を志向し

ている。古典的芸術から現代の表象文化・思想にいたる広範な領域を研究対象とし、従来の学問研究の固定的枠組みから

は自由な横断的ネットワークを構築する視点に立って、芸術・政治・経済・社会の諸問題、テクロジーの進化、身体感覚

の変容など現代的状況のダイナミックな把握をめざす履修環境を用意する。

当コースでは、伝統的な諸芸術分野（文学、演劇、美術等）のみならず、従来の学問領域の範囲内におさめにくいメデ

ィア・アート、テレビ、写真、ディジタル表現、サブカルチャー、パフォーミング・アーツ、さらには未来に展開される

であろう文化現象をも射程に収めつつ、それらを「メディア」「身体」「イメージ」という三つのキーワードを軸としな

がら分析し、多種多様な創造的営為の根源をさぐり、今日的意義を考察してゆく。

既成学問の枠組みにとらわれることなく人文科学の新地平を切り開く意欲と能力をもつ本格的研究者の養成とともに、出

版界やマスメディアの活動に不可欠なメディア・リテラシー能力の向上をはかり、広告関係や学芸員など多様な領域で要請

される大胆な企画力・想像力を培い、22世紀をも視界におさめた知性の土台を構築する人材を育成することをめざす。



表象・メディア論コース 教員

長谷正人
＊授業担当のみ
（研究指導募集なし）

坂内 太

細馬宏通

石岡良治

橋本一径
＊博士後期課程のみ

関 直子

溝口彰子藤本一勇

岡室美奈子

ドミニク・チェン

中島那奈子
＊2026年度休講



教員 専門分野

岡室美奈子 テレビ論、現代演劇論、オカルト芸術論

長谷正人 テレビ研究、映画研究、写真論、テクノロジーと社会、メディア論、複製芸術論、
メディア社会学

藤本一勇 フランス現代思想、ポストモダン論、メディア思想史、情報環境論、生政治論、
科学認識論、ネットワーク社会論、アナーキズム論、戦後日本思想史、風刺論

ドミニク・チェン
ディジタル表現、ウェブサイエンス、
ウェルビーイング・テクノロジー、人工生命（ALife）、サイバネティクス（情報学）



教員 専門分野

坂内 太 パフォーミングアーツ論、演劇及び文学論、写真論、映画論、アニメ論、マンガ論

細馬宏通 日常生活における会話・身体動作研究、共同行為における同期の達成に関する研究、
視聴覚メディア史研究、アニメーション、マンガ、ドラマなど映像作品の分析

上演分析を基礎にした国内外のダンス、パフォーマンス研究、ダンスドラマトゥ
ルクとしての実践理論

中島那奈子



教員 専門分野

石岡良治 表象文化論、視覚文化論、ポピュラー文化、マンガ・アニメ研究

関 直子 近現代美術史、展示表象論

橋本一径 表象文化論

溝口彰子 視覚文化研究、ジェンダー論、クィア理論、フィルム・スタディーズ



論文 題目

2021年度 修士論文

2021年度 博士論文



修士論文 題目

2022年度



表象・メディア論コース 院生誌
In-vention



表象・メディア論学会 学会誌
『表象・メディア研究』



表象・メディア論コース室のご案内

表象・メディア論系コース室は33号館8階0803号室です。

質問などがある場合、論系室を訪問していただければ、

講師や助手の方々が対応しております。

お問い合わせは次のアドレスまで。

「表象・メディア論系室」宛でどうぞ。

contact@hyosho-media.com

mailto:contact@hyosho-media.com
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